
 

 

 

 

 

藍サポ通信  

～明日に向かって～ 

Vol.7 発行日 2013年 1月 31日 

社会福祉法人藍  

大阪市平野区平野南 3‐11‐35 

℡（06）6799‐1065            

有限会社 ひらの 

大阪市平野区平野西 4‐7‐28 

℡（06）6703‐1711 

発行責任者  保田 八十次 

編集 藍サポートネットワーク広報委員会 

http://www.oct.zaq.ne.jp/ainetwork/index.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

謹賀新年 

 

あけましておめでとうございます。皆様方には家族お揃いで良いお年を迎えられました事を心よりお喜

び申し上げます。昨年は藍サポートネットワークも皆様方の良きご指導を頂くとともに、良きご理解を頂

き多くの方々に支えられ、事業所はもちろんの事、職員と利用者が一丸となり頑張りましたお陰で平成 24

年の 1 年を無事に終える事が出来ました事に心より厚く御礼申し上げます。 

 

 さて昨年 12 月の末には慌ただしい選挙があり民主党政権から又もや自民党政権に変わりました。不安

材料が山積みされる中、今後の日本がどのように変わっていくのか不安でなりません。 

 我々の関係する障がいのある人達にとりましても 30 年前の取り組みから今現在では、必要とする取り

組みが大きく変わって来ています。さらに保護者の加齢、障がいのある人達の加齢にともなう支援のあり

方も変わってきています。今日では日中活動の場も元気に通える事ができる人に限られてきております。

体に異常をきたして通えなくなった人の支援、また入院が必要になった時のフォローを保護者・親族の問

題で終わってしまいがちでは無いでしょうか。心外ながらにして子供の面倒が見られなくなった時などの

対応については、障がいのある子どもを持つ保護者の大きな課題になっています。 

 このような事態が生じた時、何処で誰がフォローをしていくことができるのかを考え、次の取り組みを

真剣に考え作り上げていかなければならない時期がそこまで来ていますと言っても過言ではないと考えて

います。また親亡き後の子ども達の行く末についてより一層深く考えて取り組んでいかなければならない

と実感しています。それに向けて頑張り作り上げていく中、障がい者福祉に充実した国の施策に期待し実

行してもらいたいと思っています。 

 

社会福祉法人藍 理事長 保田八十次      

 

藍サポ通信～明日に向かって～に掲載されている写真は、本人又は保護者の同意を得て掲載しています。 



 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動報告 社会福祉法人藍くれよん・第二くれよん 地域生活支援センターHIRANO くれよん 

クリスマス週間 

 

 クリスマスの時期ということで、くれよんでもクリスマスのムードを味わっていこうと、

子ども達と一緒にツリーの飾り付けをしたり、フロアに装飾するものをみんなで作り雰囲

気を出してみました。また、クリスマスまでの一週間、職員や子ども達がサンタに変身し

てクリスマスカードを配ったり、歌を唄ったりと、みんなでワイワイと過ごしました。 

                                         

プチイルミネーション 

 

 世間では様々なところで、豪華なイルミネーションが開催されていますが、くれよんで

も車庫を使って規模は小さいですがイルミネーションをしてみました。夕方になると点灯

し、帰りの時間帯に見れるようにして、子ども達と一緒に雰囲気を味わっていました。来

年もし機会があれば一度覗いて見て下さい。 

 

記事担当：長束・松永 

 

 

活動報告 ひらの  
寒い！けど、もちつきは楽しい 

 

１２月２４日。最高気温６度と寒い気象条件でしたが、もちつきを実施しました。利用者のみなさんも朝から寒さ

に負けずやる気満々の様子をみせてくれてました。もち米が蒸しあがりやっと出番がくると「よいしょ、よいしょ」

の掛け声と共に重い杵をもちあげて力いっぱいおもちをつきました。また、ネットワークの各事業所からもスタッフ

が参加し、一丸となってもちをつきあげ、丸めました。途中おもちを落とすといったハプニングもありましたが、今

年も無事にもちつきを終えています。ボランティアで参加頂きました皆さん感謝いたします。 

 

 

 

 

 

 

ほっこりスペースができました。 

 

 生活介護ひらのでは二階フロアの一部を使って自由に休憩できるスペースを作りま

した。ソファーをおいて、テーブルを用意しただけの簡単な休憩スペースです。初め

は利用する人も少なかったのですが、徐々にソファーに座る人も増え、昔の写真をみ

たり、絵を書いたりしながらすごされています。また、人が集まれば会話もはずみ、

その会話にはいりたくてさらに人が増え、今では座る場所が無くなるぐらいの勢いで

す。                              

記事担当：山川 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                       

ヘルパー日記 

 

毎年 12 月は、利用者さんより夕方から夜にかけての外出支援を希望されることが多い時期です。なぜならク

リスマスイベントやイルミネーションなどが、多数行われるからです。 

今回は、イルミネーションについてお話したいと思います。最近では色々な場所で開催されるようになったイ

ルミネーションですが、広く知られている「神戸ルミナリエ」や「中之島大阪光のルネサンス」などは皆さん耳

にされた方や観に行かれた方も多いと思います。最近ヘルパー・利用者さんの中でブームになりつつあるのが、

長居公園の植物園で行われる「ガーデンイルミネーション」です。期間は 12 月初旬～25 日、時間は午後 17 時

30 分～21 時まで開園されています。園内各所では、イルミネーションの光に照らされた木々や草花が、美しく

幻想的な世界へさそってくれます。一緒に行った利用者さんからも｢うぉ～！めっちゃきれい｣と声をあげるほど

でした。他の利用者さんからも長居公園のイルミネーションできれいな写真をいっぱい撮れて良かったなどの話

しも聞かれています。 

 皆様も一度この感動を味わいにぜひ長居公園のイルミネーションに足を運んでいただければと思います。 

記事担当：辻本 

 

  記事担当 地域生活支援センターＨＩＲANO 杉浦 

 

藍   ホーム幸のお引っ越し 

 

昨年の 10 月において、これまで使用していた大阪市営住宅の建て替えにより、大阪市からの退去指示を受け、ホー

ム幸の転居が余儀なくされました。これに伴い急遽物件を探すことが必要になりましたが、社会福祉法人藍並びに地域

の皆様の協力もあり、努力の末無事に新しい物件も決まりました。 

市営住宅から戸建て住宅に変わることで居住スペースも広くなり、よりゆったりと生活ができる様になりました。ま

た、以前は２戸が離れていた市営住宅での生活が一軒家になった事で、利用者さんもより自由に行動ができるようにな

ったと感じます。また利用者さん同士の交流できる時間も増え、広いリビングで皆とテレビを見たり、ゲームをしなが

ら過ごすことも多いですが、個室も充実している新しい幸では個々の時間を大切にされていて、“自分の部屋”を意識

されている様子です。好きな時間に自分の趣味の時間を過ごしていたり、新しい自分の部屋は綺麗にしていたいと部屋

を片付けていたり、皆さん自分の生活も大切にされていて、引っ越しという環境の変化も前向きに捉えられているよう

でした。 

 

 

 

 

記事担当：木佐貫 

クラリネット演奏会 

 

昨年の 11 月 23 日にひらので「クラールス」の皆さんにクラリネット演奏会をしていただきました。奏演奏

曲はルパン 3 世のテーマをはじめ「ひみつのバカボンちゃん」という「天才バカボン」と「ひみつのアッコちゃ

ん」を同時に交互に演奏される楽しい曲まで沢山の曲目を演奏して頂きました。特に「ひみつのバカボンちゃん」

では皆で盛り上がりどんどん入れ替わる曲に大興奮で、アンコールもしていただきました。「クラールス」の皆さ

ん貴重な体験ありがとうございました。職員・利用者心よりお礼申し上げます。 

記事担当：山川 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ホームページでは藍サポートネットワークの様々な情報提供をしています。 

ホームページ：http://www.oct.zaq.ne.jp/ainetwork/index.html または Google「藍サポートネットワーク」で検索 

 

 

 

藍サポートネットワークでは随時職員・ボランティアを募集しています。 

経験の有無を問わず介護サービスに従事されることを希望される方は下記連絡先までご連絡下さい 

社会福祉法人藍  大阪市平野区平野南 3‐11‐35       ℡（06）6799‐1065 

有限会社 ひらの 大阪市平野区平野西 4‐7‐28        ℡（06）6703‐1711 

メールアドレス：ainetwork@oct.zaq.ne.jp   

牛乳パック活動 ～助っ人参上編～ 

 

生活介護ひらのが取り組んでいる牛乳パックの回収活動に第二くれよんの保

護者さんも協力してくれています。メンバーは毎週金曜日に回収に伺い、段ボー

ルいっぱいにたまった牛乳パックをみて「おー」「すごい」の歓声があがってい

ました。今後も回収活動への協力よろしくお願いします。 

牛乳をご提供くださいました皆様、ありがとうございます。引き続き活動は続けていきますので今後もよろしくお願

いします。 

記事担当：山川 

藍サポートネットワーク委員会 活動報告 

～リスクマネジメント委員会～ 

避難訓練 

1 月 10 日と 16 日に大阪市消防振興協会の職員立ち会いのもと避難訓練を行いました。 

10 日は社会福祉法人藍で、生活介護の職員と利用者を対象に行い、16 日は有限会社ひらので、放課後等デイサー

ビスの職員と居宅介護の職員を対象に行いました。避難訓練では避難経路を確認し、職員・利用者さんも安全かつスム

ーズに避難することが出来ました。避難経路確認後には、1F で消火器を使った消火訓練をしました。また今回は応急

救護の講習を受け、心肺蘇生術と AED（自動対外式除細動器）の使い方を学びました。 

避難訓練時の迅速かつ安全な行動、また火事を起こさないように職員全員で意識を高めて行きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

記事担当：米本 

 

 
フリースペース 

季刊誌「藍サポ通信」に記事を投稿してみませんか？身近な事から皆さんのお役に立つ情報など幅広い記事を掲載

したいと考えています。ご投稿頂いた記事は、フリースペースで紹介させていただきます。詳しくはお近くの職員

又は下記のメールアドレスまでご連絡下さい。 

メールアドレス：ainetwork@oct.zaq.ne.jp               

 


